
子どもたちを大切に育み、

子育ての喜びを分かち合える徳島を目指して

次代の社会を担う子どもたちの誕生と健やかな成長は、県民すべての願いで

す。

本県では、子どもたちの思いや夢を大切にし、共に育む社会づくりを目指し

て、平成１７年３月に「徳島はぐくみプラン」を策定し、その後も改定や第２

期計画の策定を行うなど、切れ目なく次世代育成の取組みを推進してきました。

この間、我が国では、少子高齢化や東京一極集中が一段と進行し、平成２８

年に１００万人を割り込んだ出生数は、令和元年１２月の人口動態統計では８

６万４千人と推計されており、減少スピードが加速し、将来社会の維持が危ぶ

まれる、まさに「国難」と呼ばれる状況にあります。

また、待機児童の発生や児童虐待の相談件数の増加をはじめ、子どもが被害

者となる事件、事故が頻繁に報道されるなど、今日の子ども・子育てを取り巻

く環境は厳しさを増しています。

これに対して、国は、「働き方改革関連法」の施行や「幼児教育・保育の無

償化」の開始など、仕事と生活の調和した社会や全世代型社会保障制度の実現

に向けた取組みを推進しています。

県では、こうした時代の潮流を的確に捉えるとともに、国連の持続可能な開

発目標（ＳＤＧｓ）達成への貢献も視野に入れつつ、直面する少子化や子ども

を取り巻く今日的課題に対応するため、「第２期徳島はぐくみプラン（後期計

画）」を策定しました。

今後は、本計画のもと、市町村をはじめ、家庭や学校、地域、企業など、あ

らゆる主体と連携、協働しながら、結婚、出産、子育ての希望がかない、安心

して子どもを生み育てることができる徳島の実現に全力で取り組んで参ります

ので、県民の皆様の一層のご理解、ご協力をお願いいたします。

結びに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見を賜りました徳島県少子化対

応県民会議の委員各位をはじめ、パブリックコメントにご協力いただきました

県民の皆様に厚くお礼を申し上げます。

令和２年３月

徳島県知事 飯 泉 嘉 門
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